
（別紙様式 2） 

令和５年度 学校評価報告書 

                                            

園 名 本 庄 幼 稚 園 

 

１ 教育目標                            ２ 重点目標 

 

 

 

 

３ 自己評価結果                                          

分野 

領域 
評価項目 

幼稚園の取組状況・ 

改善の方策 

教
育
課
程 

異年齢混合保育において４.５歳

児がともに 育つ保育の工夫 

 

・安心、安定した環境の中、自己

を発揮し、満足感や自己肯定感

が味わえる保育内容の工夫。 

・４.５歳児が互いに思いや考え

を出し合い、認め合い、自ら行

動しようとすることができる

環境を作る。 

・人と関わる力を引き出すための

教師の援助のあり方について

考える。 

・職員間で協力し、幼児一人一人の発達

を丁寧に読み取り、思いを受け止め

てきたことで、それぞれが十分に自

己発揮することができた。 

・４.５歳児が互いに関わり合い、思い

を寄せあえる場や時間を意識し、大

切にしてきた。保育の進め方を工夫

することで互いの刺激となり、認め

合える関係を築くことができた。 

・人とつながる力を身につけられるよ

う“関わろうとする”“関わることが

できる”保育の工夫を意識してきた。 

学
校
園
所
連
携 

地域を基盤にした連携活動の工

夫 

 

・中学校区学校園所連絡会におい

て情報を共有する。 

・幼小交流、３園交流を通して、

幼児の育ちに向き合ったり、交

流後の教師同士の意見交換を

大切にしたりする。 

 

・相互参観をすることで、幼稚園で育つ

力が小学校ではどのような力につな

がっていくのかを意見交流したり、

情報の共有を行ったりする機会とな

った。 

・幼小交流、３園交流を計画的に進め、

事後研修を行うことで幼児理解を深

めた。幼児の育ち、課題等も共有する

ことで、日々の保育につなげていく

ことができた。 

保
護
者

・
地
域
住
民
と
の
連
携 

園運営、園行事への保護者や地域

の参画の促進 

 

・家庭や地域への情報発信におい

て幼稚園教育への理解を得る。 

・親と子が触れ合い、仲間づくり

ができる交流の工夫。 

・家庭や地域社会と連携した危機

管理体制の推進。 

 

 

・園だよりやクラスだよりの定期的な

発行、日々の活動写真の掲示を通し

て、遊びから幼児にどのような力が

育っているのかを具体的に知らせて

いくことができた。 

・子育て支援について、回数は少ない

が、それぞれの内容を充実させて実

施した。今年度初めて参加された家

庭もあり、新たな親子同士のつなが

りとなった。 

・地域防災訓練は貴重な機会となり、実

際体験することで、一人一人の防災

意識が高まった。 

・明るく元気な子   ・心豊かな子 

・意欲をもって遊ぶ子 

「人とのつながりを通し、共に育ち合う子の育成」 

 

～人と関わる力を引き出す環境構成や 

援助のあり方を探る～ 

４ 学校関係者評価  

・少人数での混合学級の良さが

生かされている。 

・ ４ 月 か ら の 子 ど も 達 の 姿 を 見

て、一 人一 人 の成長 がとても

感じられる。生活発表会での

自信を持って話をしたり、表現

したりする姿から、これだけのこ

とができるということに大変 驚

かされた。自信をもって取り組

んでいるのがよく分かる。 

・一番大切なこの幼児期に丁寧

に関わり、保育をしてもらえて

いる。 

・回数は限られてくるかもしれな 

いが、各学校園所の担当者同 

士の情報交換が大切になって 

くる。 

・小学生や３園交流等、いろいろ

な場で人と接する機会があり、

心豊かに育つことができている

と思う。いろいろな経験ができる

ところが本 園 のよいところであ

る。 

・保護者の方 も子ども達の家庭

での様子や行事での取り組む

姿を見られたら、満足されてい

るに違いない。アンケートの結

果にもつながってきているので

はないか。 

・地域の未就園児家庭に人づて

に声をかけているが、対象児が

少なくなってきていることは仕方

のないことだと感じる。 
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人
権
教
育
の
推
進 

人（自分）を大切にし、自尊感情

を育む保育の工夫 

 

・一人一人の自尊感情を育む保育

を創造し、教師の関わりや援助

を工夫する。 

・命の尊さや大切さに気付く保育

内容を創造していく。 

・自分や相手の気持ちを大切にするよ

う促し、一人一人と丁寧に向き合う

ことで、友達を認め合う姿へとつな

がっている。幼児の課題となるとこ

ろを否定するのではなく、どのよう

にすれば伸ばしたり、自信をつけた

りできるかを職員間で考え、関わり

を工夫してきた。 

・飼育栽培や生活の様々な場面で命の

尊さについて考える機会を持つよう

にしてきた。 

 ５ 総合的な評価結果              ６ 総合的な学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達との関わりの幅が少ない分、地域の方や小学生、３

園交流会で他園の友達との交流を深めていく中で、様々

な思いや考えに触れることができ、幼児の刺激にもつな

がっていることを改めて感じた。少人数ではあるが、様々

な経験を通して４.５歳児がより確かな関係を築き、この

関係が人と関わる力の土台になっていると思われる。 

次年度はそれぞれ就学や開園する認定こども園へ進級

し、新たな人間関係を築いていくことになるので、今年度

育ててきた力を十分に発揮できるように支えていきた

い。 

・少人数の園の特色を生かし、地域の人や小学生とのつな

がり、３園交流での友達との関わり等、人と接する機会

も多く、子ども達が心豊かに育っていることがよく分

かる。様々な体験を通して、一人一人の成長がしっかり

と感じられ、今までの保育の成果が出ている。 

・５歳児が４歳児を支える姿、４歳児が５歳児を見て憧れ

る姿だけではない４.５歳児のつながりの深さを様々

な行事を通して見ることができた。 

・幼稚園が閉園することは寂しいことであるが、幼児期と

いう大切なこの時期に少人数保育の中でしっかりと自

分のことを話せる子に育ててもらえていると感じる。 

・子ども達は自分で考えて意見

を言うことができている。これ

は自 尊感 情が高いということ

である。 

・５歳児が４歳児を支えたり、４歳

児が５歳児を認めたりする姿

を見ていると４.５歳児のつな

がりがしっかりとできていること

を感じた。 


